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ナラティヴ・アプローチに基づく秘密いじめ対策隊の実践
―日本初の試みからみえる可能性と課題―

綾城初穂（駒沢女子大学）
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問題と目的

学校現場において，いじめ対策は急務と言える。

文部科学省（ ）の調査では，小・中・高等学

校及び特別支援学校におけるいじめの認知件数は

増加の一途をたどっており， 年度には 万

件を超えた。認知件数の増加は，必ずしも状況の

悪化を意味するわけではなく，いじめ対策への積

極的な姿勢の表れとも考えられるが，現状が改善

しているとはいいがたく，効果的な対策が求めら

れていると言える。

ニュージーランドおよびアメリカでナラティ

ヴ・セラピーの理論をもとに開発された『秘密い

じめ対策隊 』

（ ）は，支援を受けた

いじめ被害者の 割が成功と見なしており

，効果的対策の一つとし

て期待できる。さらに本アプローチは，加害児童

生徒を含めたいじめ対策チームを学級内で結成し，

いじめの解消を目指すアプローチであり，子ども

たちの主体的・協働的な参与と対人関係の学習が

目指されていることから，アクティブラーニング

をはじめとする現在の日本の教育施策とも方向を

同じにすると言える。しかし日本ではまだこの支

援法を適用した事例は報告されておらず，社会文

化的な背景の違いを踏まえると，効果は未知数で

ある。そこで本発表では，秘密いじめ対策隊を日

本の小学校に初めて応用した実践を報告し，その

可能性と課題について考察することを目的とする。

なお，本実践の研究および発表に関しては，関

係する児童生徒，その保護者，実践者，実践者が

所属する学校の管理職より許諾を得ている。

実 践

本実践は， 県小学校教諭 が，特別支援学級

在籍の女児 から，交流学級でのいじめの相談を

受けたことで開始された。 の許可を受けた が

著者に支援を依頼し， が実践者，著者が支援者

として実践を行うことになった。

本実践は， に基づ

き，次のような手順で実施された。なお，活動は

教職員・被害児童・対策隊のメンバー以外には秘

密にして行われた。これは活動の活性化（動機づ

け，など）と円滑化（活動が妨害されない，加害

児童が参加しやすい，など）のために取られた措

置であり，本実践の中核とされている。

学級内で加害児童を含めた秘密いじめ対策

隊を結成： が と協議する形で，交流学級内で

影響力のある児童男女 名と，いじめの主犯と目

される児童 名の 名をメンバーとして選定した。

初回ミーティング： が対策隊 名を招集

し，いじめの事実と，対策隊参加の意思を確認し

た。その後，メンバー 名はいじめ解消のプラン

（からかうのを注意する，など）を つ立案した。

実践とミーティング：対策隊は学級内でプ

ランを実施するとともに，進展等についてミーテ

ィングを重ねた。結果，メンバーの増員，新たな

いじめの発見，新たなプランの策定などが生じた。

現状及び被害児童への確認：約 週間で

に対するいじめの大半が消失した。 は交流学級

で過ごす時間が増え，「学校が楽しい」と発言した。

実践の終了：実践開始から約 か月半後，

が活動の終了を判断。 及び担任も，友人関係，

交流学級在籍時間，学習意欲の大幅な改善を確認。

クラス内対人関係への対応：対策隊は，い

じめを許容する学級の雰囲気にも介入する必要が

あると考え，活動の延長を希望し， も賛同した。

対策隊はメンバーを増員し，学級内で話し合うサ

ークル会話（ ）を実施。

得られた意見は教室に花の形で掲示された。

表彰式：開始から か月後，校長が対策隊

を表彰。表彰状と文具が手渡された。「メンバーに

選んでくれた に感謝したい」「これまでいじめの

止め方が分からなかったが，その解決法を学べた」

「今後も応用できる」といった感想が聞かれた。

著者による支援：計画立案に加え，教職員

への説明，アプローチ開発者との橋渡しや資料翻

訳，被害児童の保護者支援などを行った。

考 察

本活動は，子どもたちの主体的・協働的な活動

を通していじめの解決を導くとともに，その解決

法についての学びも生み出していた。さらに，子

どもたちが広い文脈（学級内の対人関係）へと問

いを広げ，それを解決しようとした点でも深い学

びにつながっていた。この意味で学校現場におけ

る画期的ないじめ対策となり得ると言える。一方

で，幾つかの課題も指摘された。中でも，教科担

任制をとり教室移動が多くあるニュージーランド

と異なり，一日の大半を同じ教室で過ごす日本で

は秘密を維持する独自の難しさが明らかになった。
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知的障害特別支援学校における生徒の話し合いと教師の介入の特徴
―中学部 年生の係決め授業の事例分析―

楠見友輔（東京大学大学院）
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目 的

本研究では，知的障害特別支援学校中学部 年生

の 学級を対象として，知的障害生徒の話し合いの

特徴と教師の介入の特徴を明らかにする。

生徒が 月に学校に入学すると，学級や行事に関

する係を決める活動が行われる。係決めにおける意

思決定過程に知的障害生徒が関与することは，係活

動を通した学習の効果を高めると考えられる

（ ）。限られた人数しか担当

できない係の場合には，意思を表出した後に他者と

の話し合いによって協同的に担当者の決定を行う必

要がある。このような話し合いでは，理由付けを含

む発話や主張の良い点と悪い点を述べる等の議論ス

キル（ ）が求められる。しかし，知的障害

生徒の中にはそのようなスキルが発達途上である者

が多い。従って教師が生徒同士の意見を調整し，生

徒にとって満足のいく決定がなされるための会話の

マネジメントをすることが求められる。知的障害特

別支援学校の教師は，生徒の意見を尊重しながら会

話を促すための専門性を有していると考えられ，こ

の特徴を明らかにすることは，特別ニーズを有する

生徒がいる集団での話し合いを促すための方法を検

討する上で有効であるといえる。

方 法

年の 月～ 月上旬に，週 ～ 回の頻度で東

京都内の知的障害特別支援学校の中学部 年生の学

級を参与観察し，授業の様子をビデオカメラで記録

した。学級の構成は知的障害生徒 名（ ， ， ， ，

， ）と担任教師 名（ と ）であった。記録され

た授業のうち，担当者枠が限定された係に複数の生

徒が立候補をしたために話し合いが生じた 回の授

業を分析対象とした。授業内容は 月 日は生徒会

役員決め， 月 日は運動会の参加賞受け取り担当

決め， 月 日は運動会の応援団員決めである。

話し合い場面の生徒と教師の発話の逐語化と話し

合いの流れに影響を与えている行動の文字化によっ

てトランスクリプトを作成した。教師か生徒の主張

が変化した個所をエピソードの区切りとすることで，

のエピソードを抽出した。トゥールミンの議論パ

ターン（ ）を参考に，教師と生徒の言動に関する

分類コードとして「主張」「根拠」「反駁」を設けた

（ ら ）。更に，対象授業で複数みられ

た，他者の意見への賛同を示す「支持」と他者に賛同

を求める支持の「要請」を加えた。

トランスクリプト上の話し合いに関係する言動に

コードと内容の概要を記した。その後，各エピソー

ドにおける話者同士の意見の関係をコードを用いて

図示した。図とトランスクリプトから，知的障害特

別支援学校における話し合いの特徴と教師の談話マ

ネジメントの特徴を解釈的に分析した。

結 果

月 日の話し合いからは つのエピソードが抽

出された（ ）。エピソード１では，生徒がじ

ゃんけんで決めるという主張を行い，教師がそれに

対して「本当に？」という疑問を提示することで反

駁をするという構図が生じている。エピソード２で

は，教師は「みんなで選んだ方がいいんじゃない？」

という主張を行い，これに対して ， ， は「無理」

という反駁を行っている。 は「無理じゃないと思う

けどな」と述べて を支持し， が を支持した。エ

ピソード３では， は「じゃんけんにしたら（立候補

をしていない） が関係なくなっちゃうよ」という根

拠付きの反駁を行った。これを受けて と が を

支持するようになり，その後は投票で担当者が決め

られた（ 月 日と 月 日も同様に分析した）。

月 日の話し合いの構造図

考 察

生徒の主張には殆ど根拠が含まれず，話し合いの

会話形式は （ ）が初歩的なレベルとする

論争的会話と類似するものであった。しかし生徒は，

①主張，支持，支持の要請によって集団として意思

表示をする，②教師の主張に端的な反駁を行う，③

根拠や裏付けを含まないが理由付けの形式を有する

主張を行う，という方法で主張を実現させようと試

みていた。

教師の発話の特徴は生徒と類似しており，根拠を

含む主張と反駁は殆どなされなかった。教師による

根拠を含まない主張は生徒の主張を圧倒するものと

はならず，生徒が考えを自ら修正したり，生徒が主

張を強めたりすることを促していた。３つのエピソ

ードではそれぞれ異なる合意がなされており，この

ようなオープンエンドな会話は，生徒と教師の議論

の形式が合うことで実現されていたと考察された。
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